
 

千郷中 

石田城跡 

野田館跡 

野田城跡 

大野田城跡 
健脚コース 

約１０㎞ 

（目安：１２０分） 

共育コース 

約６㎞ 

（目安：9０分） 

市民歩こう会コース 

注 意 事 項  

● 健脚コースは小学５年生以上を対象とします。 

● 各コースの内容を必ず確認のうえ、お申し込みください。 

● 一部、農道等を通るため、虫、ダニ対策の長袖、長スボンの着用を推奨します。 

● 小さなお子様と参加される場合には手を繋ぐか目を離さないようにしてください。 

● 飲み物は各自でご用意ください。 

● 雨天中止の場合は申込の際に入力いただくメールアドレス宛に中止連絡をさせていただきます。 

今年は野田城跡を含む千郷地区の城跡を巡ります。距離の異なる２つのコースを用意し

ていますので、経験者から御家族連れの方まで参加いただけます。 

史跡案内  
 

石田城跡 
天正１８年（１５９０）、豊臣方の池田輝政の家臣 片桐半右

衛門が石田城を築いたという。城跡は１００ｍ四方の大きさで、

土塁と堀が良く残る。半右衛門が新城城へ入城せず、新たにこ

の城を築いたことは大きな謎である。 

大野田城跡 

１５世紀代に造られた地域の有力者の屋敷を、１６世紀後半

に野田城主菅沼定盈が改造して出来た城郭とされる。巨大な堀

に囲まれた主郭（本丸）、その内部を２分割する土塁など、武田

信玄の古宮城と類似する遺構が残る。 

 

野田館跡 
１２世紀後半から１６世紀初頭までの間、この地域を治めた

領主の千秋氏や富永氏が居住した屋敷のことをいう。野田城城

主の菅沼定則は、たびたび発生した豊川の氾濫から逃れるため、

ここから住まいを移して野田城を築城したと伝えられる。 

野田城跡 
 永正１３年（１５１６）に菅沼定則が野田城を築城し、３代目

城主定盈は元亀４年 （１５７３）の「野田城の戦い」で武田信

玄と戦った。城主の菅沼氏は奥三河地域では珍しい国衆で、武田

の脅威に寝返ることなく古くからの徳川氏との忠義を貫いた。 

   

  

コ ー ス 図

申 込 方 法 

申込期限の 10月２日（金）までに 

右のフォームから申し込んでください。 

        申込フォーム 

       新城市ホームページから 

も申込可能です。 

  


